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入学式

　4月6日（木）、薩摩川内市副市長の知識博美様、後援会会長
の矢田恭嗣様等、多数の来賓をお迎えして、入学式を挙行しま
した。
　聖堂での祝賀ミサに始まり、松下栄子学長は、「周りの人々を
かけがえのない人として大切にし、感謝する心を忘れず、充実し
た学生生活を送ってください」と式辞を述べました。
　入学式後は学科ごとのオリエンテーションも行われ、大学院
生・交換留学生を含む148名が新たなキャンパスライフをスタ
ートしました。

　4月29日（土）、学生会主催による体育祭が開催されました。
学生同士、交換留学生や教職員間の交流を目的とし、バレーボ
ールやドッヂボールなど、各学科学年対抗の熱戦と応援が繰り
広げられました。
　入学して間もない1年生にとっては、お互いを知りあう楽しい
ひととき、先輩たちのエネルギーに圧倒された一日となったよ
うです。

　5月12日（金）・13日（土）、「新入生交流会」を実施しました。
　今年度は、新入生、留学生、4年生リーダーなど、計168名が
参加しました。新田神社や入来麓武家屋敷群、蘭牟田池などを
訪れ、入来麓武家屋敷群の見学では、入来小学校「ジュニア歴
史ガイド」の4年生の児童の皆さんに、日頃の学びの成果として
茅葺門や旧増田家住宅などを詳しく説明していただき、学生も
熱心に耳を傾けていました。
　また、宿泊先のホテルでは、留学生の紹介などの全体会と学
科ごとの分科会を行い、充実した研修・交流会となりました。

新入生交流会

　5月23日（火）、アセンブリーの時間に学生会主催「クリーン
作戦」が実施されました。
　キャンパス内および大学周辺（純大通り）を学生・教職員で協
力しながら清掃・窓ふき・草取り・花壇の植え替え作業を行いま
した。当日は晴天にも恵まれ、作業後のキャンパスはすっかり綺
麗になりました。学生からは「時間いっぱい作業に取り組むこと
で達成感が得られ、また学生生活のいい思い出になる」などの
感想が寄せられました。

クリーン作戦
平成30年度入試情報 ※詳細は「平成30年度学生募集要項」でご確認ください。

平成28年度就職状況

平成29年度学生会役員紹介

11/20（月）～12/1（金）
9/16（土） 10/4（水）～10/13（金）

12/22（金）～1/9（火） 独自試験はありません

独自試験はありません

一般入学試験第Ⅱ期（国際人間学部のみ）

2/13（火）～2/27（火）

10/20（金）～11/2（木） 11/9（木）

2/8（木）

2/8（木）
健康栄養学科のみ面接

3/6（火）
看護栄養学部のみ面接
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3/17（土）
健康栄養学科のみ面接

1/9（火）～1/26（金）

11/1（水）

1/18（木）
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2/13（火）

3/7（水）

3/19（月）

入試区分 登録期間 面談日 出願期間 試験日 合格発表

2/28（水）～3/12（月）

大学入試センター利用試験B日程

8/29（火）～9/8（金）

12/16（土）

自己推薦第Ⅰ期

自己推薦第Ⅱ期

公募推薦

指定校推薦

一般入学試験第Ⅰ期

大学入試センター利用試験A日程
（国際人間学部・健康栄養学科のみ）

大学入試センター利用試験C日程
（国際人間学部・健康栄養学科のみ）

100％
看護栄養学部

看護学科
主な就職先

鹿児島大学病院、鹿児島市立病院、福岡大学
病院、東京医科大学病院、指宿市・鹿屋市
（保健師）、県内外の養護教諭　など

100％こども学科
主な就職先

県内外の小学校教諭や特別支援学校教諭、
めぐみ幼稚園、心悦認定こども園、いずみ保
育園、鹿児島こども病院（病棟保育）、やまび
こ医療センター　など

100％健康栄養学科
主な就職先

国立病院機構、人吉医療センター、市比野記
念病院、川内市民病院、県内の家庭科教諭、
県内の栄養教諭　など

国際人間学部

100％ことばと文化学科

中国国際航空、城山観光ホテル、南日本銀行、
SMBC日興証券、鹿児島水族館、コスモス薬
品　など

主な就職先
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会長

副会長

体育部部長
こども学科3年 皛納　千笑 さん　

体育部副部長
ことばと文化学科2年 森園　莉子 さん　

文化部部長
こども学科2年 柿元　彩 さん　

文化部副部長
健康栄養学科2年 玉川　美穂 さん　

中野　涼 さん

西　七海 さん　

会計監査
看護学科2年

看護学科2年

書記

会計

こども学科3年 濵田　葉月 さん　

健康栄養学科3年

健康栄養学科3年
山下　千晴 さん

藏ヶ﨑　みすず さん　　

ことばと文化学科3年

ことばと文化学科3年

ことばと文化学科2年

こども学科2年

看護学科2年

健康栄養学科2年

岩満　舞 さん

萩　綾音 さん　　

芝　美梨 さん

寳藏　彩惠 さん

坂元　文香 さん

切手　彩乃 さん

就職率

100％
平成29年5月現在

体育祭 学生会主催

学生会主催





　6月9日（金）～6月10日（土）にかけて、看

護学科4年生保健師領域選択者28名が、授

業の一環で肝付町学外演習を実施しました。

　全国よりも過疎高齢化が進む鹿児島で

は、地域特性に応じた保健活動が展開され

ており、その中でも肝付町の保健活動や地

域づくりの取り組みは全国的にも評価され

ています。様々な取り組みを行っている肝付

町において、高齢者健康調査などのフィール

ドワークや現地の方々との交流を通して、住

民と協働した地域づくりや地域特性に応じ

た保健活動について学びを深めました。

過疎高齢化地域での保健活動　-公衆衛生看護学 学外演習 in 肝付-

　看護学科2年生に開講している『クリティカルケア』という授業の中でBLSの演習

を実施しています。BLSとは、Basic Life Support（一次救命処置）の略称です。 

一次救命処置とは 、呼吸していない状態や脈の触れない状態の人に対して、その場

に居合わせた人が、救急隊や医師に引継ぐまでの間に行う応急手当のことです。

　胸骨圧迫（心臓マッサージ）の速さ、深さ、解除（リコイル）等が適切に行えている

かを訓練用モデル（レシリアン）で確認しながら練習します。人工呼吸も同様に換気

量（㏄）が確認できます。学生は、自分の手技をスコア（％表示）で評価することがで

きます。スコアで技術の上達を確認できます。汗をかきながら真剣に取り組んでいま

す。次にAED（除細動器）トレーニングも行います。AEDは、いろいろな施設に設置し

てありますが、実際に使用した経験のある方は多くないと思います。

　いつこのような処置が必要な場面に遭遇するか分かりません。慌てずに落ち着い

て胸部圧迫、人口呼吸、AEDを実施できる学生を育てるためには、学生全員が体験

できる演習を実施することが重要であると考えています。教員１人が学生3名を担当

し、全員がマスターできるまで丁寧に時間をかけて行っています。訓練終了後の学生

は、“できた”という達成感と自信の笑顔で帰っていきます。自信がないとなかなか行

動に移すことはできません。この演習が人命救助という貴い行動につながることを

願っています。

BLS（Basic  L i fe  Support :一次救命処置）の演習

　健康栄養学科2年生は、後期から「給食経営管理実習」とい

う大量調理の実習が始まる。給食の実習は「特定多数の人々

を対象に継続的に食事を提供する」ことを目的とし、一連の流

れに沿って作業を役割分担する。また、調理だけでなく、管理

栄養士に必要な給食経営の考え方や方法を学び、検食・保存

食といった専門的な知識や技術などを学ぶ。大量調理の実習

で最も大変なことは献立作成で、予算内で嗜好的にも満足度

の高い献立にするため変化をつけることも大切だ。

　先日、初めて3年生の「給食経営管理応用実習」で提供され

た給食を試食した。料理が盛られたトレーを受け取った時、料理

の鮮やかさと品数の多様さ、全ての食品群の食材が取り入れら

れたバランスのよい献立にとても驚いた。

　後期から始まる「給食経営管理実習」を通して、管理栄養士と

して必要なリーダー力や自ら進んで行動する力を身に付け、目

配り・気配り・心配りが出来るようになりたい。そして、給食を食

してくださる方々に「美味しい」と言って喜んでいただけるよう

に、もっと学習し、知識や技術を磨こうと思う。これからも、一人

ひとり丁寧に教えてくださる先生方、応援してくれる家族や周

りの環境に感謝し、多くの人々に笑顔を届けられるような管理

栄養士となるために、仲間たちと切磋琢磨しながら日々頑張っ

ていきたい。

（健康栄養学科2年　玉川 美穂）

学生
レポート 「給食経営管理実習」に向けて

　健康栄養学科4年次にある「応用調理学実

習」の一環として、6月26日（月）に南九州市

知覧にある薩摩英国館の館長 田中京子氏を

講師にお迎えし、紅茶の淹れ方講座を開催し

ました。

　お茶にまつわる歴史や種類、機能性、また、

茶摘みから焙煎に至るまでの工程やコツ等

について教えて頂きました。“ベストドロップ

は主賓に”など紅茶の作法も一緒に学んだ

学生は、学内で栽培した紅ふうきで作った新

紅茶を淹れ、味や香りを確かめ、手作りのス

コーンと一緒に午後のひとときを堪能してい

ました。

紅茶の淹れ方講座




